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付議・報告部課      

令和８年２月２日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 
１ 日時及び場所 
令和８年２月２日（月）午後１時３０分～ 東庁舎３階302・303会議室 
２ 出席者 
企画政策課 村越課長、齋藤係長 
３ 件名 
白井市第６次総合計画前期実施計画（素案）について 
４ 会議結果 
□ 案のとおり決定する。 
■ 一部修正の上、決定する。 
□ 継続して検討する。 
□ 案を否決する。 
□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 
 
基本構想や前期基本計画で連携・協働により共に事業を推進する旨を記載しているの

で、事業シートにおいても連携・協働による実施が見えるように表現してほしい。 
→事業シートに「産」「官」「学」「民」との連携が見える形で修正する。 

 
事業を分かりやすく表現するために、写真やイラストなどで工夫されたい。 
→これからは「魅せる」ことにこだわり、事務事業評価において写真等を用いて取組 
内容を魅せていく。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第１号様式その２（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

計画の概要

論点（決定を要
する事項）

部内会議や関
係課等との調整
結果（主な意
見・懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

付議書公表 ■ □ □ □ （

案件提出
事由

関係法令等

関係課

事業費

カテゴリー

①市政運営の基本的な方針（規程第4条第2項第1号）
ア　市政経営に関する事項

参考情報

目的 その他 手段 その他年代 全ての年代 場所 市内全域

白井市第６次総合計画前期実施計画（案）について

第６次総合計画前期実施計画の役割
　基本構想で定めた将来像や６つの目指すまちの実現に向け、前期基本計画で定めた
施策を実施するための具体的な事業を「重点事業」として定めるもの。
　また、重点事業に加えて各分野別の個別計画等に位置付けた事業を「分野別事業」とし
て定めるもの。

計画期間
令和８年４月１日～令和１３年３月３１日

各項目の位置づけ
１　計画の位置づけ
２　計画の期間
３　事業の内容
　3.1　重点事業
　3.2　分野別事業
４　計画の推進
　4.1　進行管理
　4.2　フロントランナー事業による事業の牽引

白井市第６次総合計画前期実施計画（案）の可否

令和 8 2 2

付議書（行政経営戦略会議）

部課名 企画財政部企画政策課

・R6年12月12日（木）　第５回策定部会…基本計画に掲げる「取組と目標」を導きだすワー
クショップ（施策体系図の原案を作成する際に具体的事業も挙げてもらった。）
・1月16日（木）　職員全体…取組に紐づく事業設定ワークショップ
・2月1日～9日　地区別ワークショップ
→これらのアイディアを基に重点事業を精査
・R7年4月21日～25日　第2回策定部会……前期基本計画（素案）について
→具体的に想定している重点事業とともに施策の中身を精査
・5月16日～6月25日　重点事業の内容と予算について全庁照会
・8月12日（火） 令和7年度第2回総合計画審議会……前期基本計画（素案）（2回目）につ
いて
→意見を基に修正
・8月29日～9月9日　重点事業の内容と予算について全庁照会（2回目）
・9月25日～10月8日　分野別事業の内容と予算について全庁照会
・11月11日～11月26日　前期実施計画事業シートについて全庁照会
・12月22日～1月8日　前期実施計画事業シートについて全庁照会（2回目）
・1月9日～1月16日　第3回策定部会……前期実施基本（素案）について
・1月22日　第5回部長会議……前期実施基本（素案）について

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

２月下旬　前期実施計画策定

無

無 行政運営報告　4月 広報・ＨＰ等 有 広報４月号

無 報道発表今後の
スケジュール

千円 （うち特定財源 千円）

無

公開 非公開 部分非 時限非 まで）



第６次総合計画

前期実施計画（案）について



目次

・はじめに
・計画の位置づけ
・計画の期間
・事業計画シート
・主な事業の紹介
・計画の推進



はじめに



前期基本計画の施策一覧



①

②

①
② ③

④

前期基本計画 抜粋



①
②

①
② ③

④

事業



計画の位置づけ



１.計画の位置づけ

「重点事業」
前期基本計画に掲げた施策に紐づき５年間で特に重点的に取り組む事業（旧重点戦略事業）

「分野別事業」
各個別計画等に位置付けられる事業のうち、前期基本計画との関連性や、各分野での重要性など
の視点から、前期実施計画に定める事業



計画の期間



２.計画の期間

前期実施計画の期間は、
令和８年度から令和１２年度までの５年間

中間見直し 中間見直し



事業計画シート



重点事業シート

関連するSDGs
を追加 全ての課が担当課

左上に記載の課が
事務局

KPI指標として
アウトプット
アウトカムを
記載

（前計画との主な違い）



主な事業の紹介



【施策①-1-１ 出会いから出産までのライフイベントを安心して迎えるための支援】

包括連携協定を締結した明海大学の
影山教授

次代を担う世代のライフイベント支援事業

事業の目的

世代が将来も安心して市内で暮らせるよう、
結婚に向けたライフデザインを後押しし、
妊娠や結婚に係る支援を提供する。

講師

ライフデザインセミナーのイメージ



【施策②-2-2 誰もが気軽に移動できる交通環境の形成】

地域交通整備事業
事業の目的
既存の公共交通機関や新たな移動手段をそれぞれ

の特性を活かして組み合わせることで、自家用車を
自由に利用できない人も含め、市内のどこに住んで
いても外出がしやすく、また、市外から訪れる人が
市内のどこにでもアクセスしやすい環境を整備する。

シェアサイクル



【施策③-1-１ 体験を通じた学びの場の創出】

こどもの仕事体験事業

事業の目的
様々な職業体験を通じて、こどもの

将来を広げる。



【施策④-1-１ ニュータウンの再生に向けた住環境の整備】

中心都市拠点・生活拠点づくり事業

事業の目的
中心都市拠点及び生活拠点において駅周辺の再編

を中心に、それぞれの地域特性に応じた機能の充実
を図る。



【施策⑤-2-1 土地利用の見直しによる新たなにぎわいの創出】

特色を活かした憩いの場整備事業
事業の目的
自然環境などの地域の特性を生かした賑わいの場や憩いの場

を整備し、地域産業の多様化による地域経済の活性化を図る。

産業エリア

憩いの場エリア



【施策⑥-1-2 防災機能の強化】

学校施設教育環境向上事業

事業の目的
教育環境の向上を図り、児童や教職員がより安全で快適に学校生活を送れるようにするとともに、

災害時には避難所になることも想定し小中学校施設を整備する。

普通教室及び特別教室のエアコン
の保守管理を行うとともに、災害時
には避難所にもなる体育館等に停電
対応型エアコンを整備する。
その他、学校施設の修繕、改修工

事、管理用備品の整備等を行う。

壁面にエアコンを
設置



計画の推進



４.１進行管理①

毎年度、施策・事業の進捗状況を把握し、事務事業評価・施策評価を実施



４.１進行管理②
・ＰＤＣＡサイクルによって進行管理を行う

（2）施策・事業の実施（Do）
「施策展開にあたっての大切な視点」に
基づいて、効率的・効果的に計画を実行

（3）進捗・効果の評価（Check）
必要性、有効性、効率性の３つの視点を基本として、取組状況や
今後の方向性を評価

（1）計画の策定（Plan）
前期基本計画に掲げた施策の実現に向けた具体的な事業を
前期実施計画に定めます。

（4）見直し・改善（Action）
毎年度の事務事業評価及び施策評価を踏まえて、事業・施策の見直し・改善を図ります。また、
これまでの評価を総じて計画を見直すべき事項を整理し、後期基本計画・実施計画を策定します。



４.２フロントランナー事業による事業の牽引

市全体の持続的発展の核を形成する「中心都市拠点・生活拠点づくり事業」を
「フロントランナー事業」として位置づけ、先導的に取り組むとともに、関連
事業との連携を図りながら事業全体の推進を図る。


